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歯と体のつながりを重視し

歯科から全身を治す医療革命を起こす

日本の財政危機は今や待ったなしの状況。さらなる高齢社会の進行とともに

懸念される医療費の増大を抑えるために歯科医師として何ができるか。

新神戸歯科の藤井佳朗院長は、

体全体の健康を考えたホリスティックな歯科医療の確立と普及を目指す。

写真／谷口巧

足の手術を2回も受けたにもかかわらず、痛みが治まらず30年間まっ

すぐに立てず苦しんできた人が、わずかな歯科治療で楽に立てるよう

になった。パソコンの前に立つとふらついていたのに、インプラントを

除去すると平気になった（YouTube動画：インプラントで体がふらふら、http／／

youtube／PZ9NMqX8Dyo）、など数々の症例を動画で公開する、新神戸歯

科の藤井佳朗さん。口は体の一部であり、歯を治療すれば体も変化する

ので、医科と歯科を分ける考え方が誤りだと話す。

「日本でも、昔は口中医とも呼ばれていたようで、全体のなかの口とい

う意識でした。ところが明治維新でおかしくなった。当時、歯科医科の

二元論と一元論の論争があって、口は体の一部で全身とつながっている

のだから、医学の一部だという一元論と、技術的な要素が多いから医科

とは分けるべきだという二元論が対立しました。結局二元論が勝って、

医科と歯科が分離され、今に至っています。それがそもそもの間違いで

した。歯をいじった瞬間に体が変わる。だったら歯をいじって体を治し

たらいいのです」

歯科医としては五代目にあたり、なんと初代は江戸時代。当時はま

だ歯科医という名称はなく、入れ歯師、歯抜き師という呼ばれ方もあっ

た、という。明治になり医療制度ができてから歯科医が誕生した。藤井

さんは代々の歯科医の家庭に育ち、歯科の道に進んだが、医科と分離

された状態に違和感を感じ続けていたそうだ。

百年続く神戸の歯科医院を継ぎながら、東洋医学を取り入れ、噛み

合わせと全身の関係、バランスの大切さを考えた歯科治療に真正面か

ら取り組んできた藤井医師。肩こりから、アレルギー、心臓病まで引

き起こす、歯と全身の深いつながりと治療の現場を聞いた。
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